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新潟県農業共済組合広報紙

締切り
令和7年7月4日㈮
当日消印有効

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに「NOSAIクイズ
6月号」と明記のうえ  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail  nosaiquiz@nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

空欄に入る漢字を入れてできる二字熟語は何でしょう。

漢字を当てはめて二字熟語を
完成させてください

2月号のこたえ「開 発」　応募数/803名　正解数/794名  ※当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。

職 員 紹 介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4～8

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

お友達
募集中

公式アカウント

席

風

手 序

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号
糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号

☎025-752-2264

☎025-288-6888

☎025-282-9292
☎0254-33-3901

☎0259-63-4121
☎0258-36-8022
☎025-792-7077

☎025-525-1130
☎025-552-1690

基

和

強 教

令和８年度採用職員を募集します
　組合では、令和８年４月１日採用の職員を募集します。
　農業共済組合では、農業保険法に基づいて自然災害等による損害
の補填業務を行い、農家の経営をサポートしています。
　新潟県の農業の発展と維持のため、農業に興味がある方、農業経
営をサポートする仕事をしてみたい方、一緒に働いてみませんか。
　詳細については、右の二次元コードから組合ホームページをご覧
ください。

2025.6
JUNENo.24

新潟県の農業を
守るのは君だ!

応募受付期間／令和７年６月２日㈪から７月２日㈬まで（必着）

I n f o r m a t i o n
インフォメーション

初　 任　 給　225,600円（大学卒の場合）
諸　 手　 当　扶養手当・通勤手当・超過勤務手当・
　　　　　　　期末勤勉手当・住居手当等
有給取得日数　1人当たり13.3日／20日（R5年度平均）
平均残業時間　月平均7.4時間（R5年度実績）

N
O
S
A
I

の
就
業
状
況 詳細はこちら



　「
手
間
を
か
け
て
育
て
た
子
牛
が
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
く
れ
た
時
が

一
番
嬉
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
安

田
陸
さ
ん
と
姉
の
鈴
奈
さ
ん
。
二
人
は
、

佐
渡
市
沢
根
五
十
里
の
牛
舎
で
繁
殖
用

雌
牛
33
頭
と
、
育
成
牛
及
び
子
牛
を
25

頭
余
り
飼
養
し
て
い
ま
す
。

　
陸
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
に
Ｊ
Ａ
佐
渡

に
就
職
し
て
畜
産
を
２
年
間
担
当
し
、

令
和
４
年
４
月
に
自
家
就
農
し
ま
し

た
。
繁
殖
率
向
上
を
目
的
に
、
家
畜
人

工
授
精
師
と
牛
削
蹄
師
の
資
格
を
取
得

明
日
へ
む
か
っ
て
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佐渡市 安　田　　 陸さん（弟）
りく

鈴 奈さん（姉）
すず　  な

やす　　　 だ

繁殖率向上
畜産の規模拡大を目指す

牛もリラックスしている 哺 乳 す る 鈴 奈 さ ん

就
業
経
験
を
生
か
し
て
就
農

さ
わ  

ね
　 

い
　 

か
　
り

今号の表紙を飾ってくれた人
さ
ら
な
る
繁
殖
率
向
上
へ

し
、「
牛
の
蹄
の
ケ
ア
を
す
る
こ
と
と
、

発
情
期
を
逃
さ
な
い
適
期
種
付
け
を
実

践
す
る
こ
と
で
繁
殖
成
績
が
向
上
し
ま

し
た
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　
鈴
奈
さ
ん
は
冬
場
に
体
力
が
落
ち
た

子
牛
を
元
気
に
育
て
る
た
め
、
育
成
舎

を
暖
か
く
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
育
成
舎
の
天
井
に
使
わ
な
く

な
っ
た
コ
タ
ツ
を
設
置
し
て
保
温
性
を

高
め
る
な
ど
、
手
間
を
惜
し
ま
ず
に
対

策
し
て
い
ま
す
。

　
農
場
で
は
他
に
も
、
広
い
分
娩
室
を

４
室
設
け
た
分
娩
専
用
舎
や
、
島
外
か

ら
牛
を
導
入
し
た
際
に
利
用
す
る
隔
離

牛
舎
な
ど
を
増
設
し
て
い
ま
す
。

　「
今
後
は
繁
殖
用
雌
牛
を
50
頭
規
模

ま
で
増
や
す
予
定
で
す
。
先
行
投
資
が

続
き
ま
す
が
、
今
が
踏
ん
張
り
時
で
す

ね
」
と
二
人
は
先
を
見
据
え
ま
す
。

　
今
後
は
飼
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
考
え
、「
粗
飼
料
を
確
保
す
る
た
め
、

草
地
の
面
積
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
展
望
を
話
す
陸
さ
ん
。

　
購
入
す
る
飼
料
を
減
ら
す
こ
と
で
コ

ス
ト
を
抑
え
、
鮮
度
の
高
い
地
元
産
の

飼
料
を
増
や
し
て
さ
ら
な
る
繁
殖
率
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
陸
さ
ん
は
自
身
の
見
聞
を
広
げ
る
た

め
、
長
岡
の
家
畜
市
場
へ
率
先
し
て
出

向
き
、
繁
殖
用
雌
牛
を
購
入
す
る
な
ど
、

佐
渡
島
内
に
留
ま
ら
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
同
市
場
で
知
り
合
っ
た
畜
産
関
係
者

と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、
人
脈
を
作
る
こ
と
で
佐
渡
の
高

千
家
畜
市
場
に
新
た
な
購
入
業
者
を
呼

び
込
み
、
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
も
良
い
子
牛
を
た
く
さ

ん
育
て
て
、
肥
育
農
家
さ
ん
に
『
安
田

き
ょ
う
だ
い
』
が
育
て
た
子
牛
を
買
い

た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で

す
ね
」
と
二
人
で
夢
を
語
り
ま
す
。

地
元
の
活
性
化
も

設
備
を
充
実
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【
収
入
保
険
課
】

　
横
山
　
和
典
（
神
林
地
区
）

　
鈴
木
　
里
美
（
関
川
村
）

﹇
収
入
保
険
係
﹈

　
相
馬
　
敏
明
（
豊
浦
地
区
）

　
船
山
　
千
恵

　
奥
山
　
遠
志
（
村
上
地
区
）

区
域
：
新
潟
市
（
豊
栄
地
区
除

く
）、
燕
市
、
五
泉
市
、
弥
彦
村
、

阿
賀
町

支
所
長

　
熊
谷
　
敏
明
（
横
越
地
区
）

次
　長

　
鶴
巻
　
　
隆
（
小
須
戸
・
荻
川
地
区
）

【
総
務
課
】

　
増
井
　
哲
也
（
潟
東
地
区
）

　
高
橋
　
慶
成
（
弥
彦
村
地
区
）

﹇
総
務
係
﹈

　
青
木
　
　
陵
（
小
合
・
小
須
戸
地
区
）

　
弦
巻
　
信
一
（
菅
名
地
区
）

﹇
企
画
広
報
係
﹈

　
藤
崎
　
仁
史
（
西
川
地
区
）

【
事
業
第
１
課
】

　
桜
井
　
　
健
（
味
方
地
区
）

　
金
子
　
和
夫
（
中
之
口
地
区
）

　
池
田
　
和
哉
（
石
山
・
南
浜
地
区
）

　
大
森
　
晴
美
（
西
川
地
区
）

﹇
農
作
物
・
畑
作
物
共
済
係
﹈

　
佐
久
間
重
俊
（
巣
本
・
新
関
地
区
）

　
青
野
　
泰
啓
（
臼
井
地
区
）

　
長
谷
川
圭
子
（
白
根
・
小
林
地
区
）

　
新
野
　
貴
暁
（
五
泉
地
区
）

　
白
井
　
寛
之
（
巻
地
区
）

　
下
保
　
淳
実
（
坂
井
輪
・
内
野
地
区
）

　
酒
井
恵
梨
香
（
庄
瀬
地
区
）

　
伊
藤
　
　
康
（
吉
田
地
区
）

﹇
損
害
防
止
係
﹈

　
杉
山
　
大
成
（
中
野
小
屋
・
内
野
地
区
）

　
石
田
真
之
介
（
川
東
地
区
）

　
大
山
　
晴
稔
（
巻
地
区
）

﹇
家
畜
共
済
係
﹈

　
小
林
　
直
子
（
岩
室
地
区
）

　
加
茂
川
知
起
（
大
江
山
地
区
）

　
板
垣
　
直
仁
（
大
蒲
原
地
区
）

【
事
業
第
２
課
】

　
大
橋
　
一
弘
（
川
東
・
川
内
地
区
）

　
外
山
　
　
聡
（
鳥
屋
野
・
曽
野
木
地
区
）

　
丸
山
　
和
也
（
潟
東
地
区
）

　
池
端
富
美
代
（
阿
賀
満
・
新
津
地
区
）

　
河
上
　
義
成
（
分
水
地
区
）

﹇
果
樹
共
済
係
﹈

　
和
平
　
裕
行
（
新
飯
田
・
鷲
巻
地
区
）

　
石
塚
　
　
航
（
根
岸
地
区
）

﹇
園
芸
施
設
共
済
係
﹈

　
川
島
　
正
嗣
（
吉
田
地
区
）

　
新
保
　
七
海
（
巻
地
区
）

　
荒
川
　
拓
也
（
金
津
・
小
合
地
区
）

　
長
谷
川
　
楓
（
燕
地
区
）

　
槇
田
　
和
浩
（
巻
地
区
）

﹇
任
意
共
済
係
﹈

　
永
井
　
政
雄
（
黒
埼
地
区
）

　
西
脇
　
正
和
（
月
潟
地
区
）

　
池
田
健
太
郎
（
分
水
地
区
）

　
初
鹿
野
祥
子
（
中
之
口
地
区
）

　
大
西
　
瑛
子
（
新
関
・
阿
賀
満
地
区
）

　
榎
並
　
宏
之
（
大
郷
地
区
）

　
小
林
　
勇
樹
（
新
津
・
金
津
地
区
）

　
矢
貫
　
　
詢
（
津
川
・
三
川
地
区
）

　
本
間
　
将
嗣
（
荻
川
・
新
関
地
区
）

　
堤
　
　
展
人
（
赤
塚
・
四
ツ
郷
屋
地
区
）

　
瀬
賀
　
　
翼
（
大
形
・
濁
川
地
区
）

　
佐
藤
　
稜
真
（
橋
田
地
区
）

【
総
務
部
】

　
斎
藤
　
二
夫
（
部
長
）　

﹇
総
務
課
﹈

　
池
端
　
　
肇

　
日
下
部
　
修

　
杵
鞭
　
　
葵
（
総
務
係
技
師
）

　
伊
藤
　
香
織
（
人
事
管
理
係
長
）

　
田
邊
悠
太
郎
（
人
事
管
理
係
主
事
）

　
山
本
　
芽
育
（
総
務
課
）

　
齋
藤
　
　
淳
（
専
門
員
）

　
渡
邉
　
岳
志
（
専
門
員
）

﹇
経
理
課
﹈

　
河
上
　
麻
美

　
塩
田
　
　
舞
（
経
理
係
主
事
）　

本
　
　
所

令
和
7
年
度
の
職
員
人
事
配
置

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

職
員
紹
介

参　  事
太  田  耕太郎

﹇
企
画
管
理
課
﹈

　
齋
藤
　
正
樹

　
山
口
　
真
道
（
企
画
係
長
）　

　
阿
部
奈
津
美
（
広
報
係
長
）　

　
大
澤
　
　
葵
（
シ
ス
テ
ム
管
理
係
長
）

【
第
１
事
業
部
】

　
浅
野
　
　
勝
（
部
長
）

﹇
農
産
課
﹈

　
髙
橋
　
正
史
（
課
長
）　

　
佐
藤
　
貴
士
　

　
伊
藤
　
　
創
　

﹇
家
畜
課
﹈　

　
川
村
　
幸
司
（
課
長
）　

　
関
根
　
秀
男
（
家
畜
共
済
係
長
）　

　
伊
藤
　
悠
真
（
家
畜
共
済
係
技
師
）

　
福
留
　
　
静
（
家
畜
損
害
防
止
係
長
）

　
金
子
　
文
恵
　

　
佐
藤
　
昭
仁
（
嘱
託
獣
医
師
）　

【
第
２
事
業
部
】

　
片
桐
　
　
強
（
部
長
）

﹇
果
樹
園
芸
課
﹈

　
遠
藤
　
　
聡
（
課
長
）　

　
上
野
　
　
貴
（
副
考
査
役
）　

　
中
山
　
　
薫
（
果
樹
共
済
係
長
）

　
長
澤
　
　
栞

　
山
田
　
祥
弘

﹇
建
物
農
機
具
課
﹈

　
盛
山
　
裕
子
（
課
長
）　

　
松
川
　
周
子
（
任
意
共
済
係
長
）　

　
五
井
野
利
一
（
任
意
共
済
係
長
）　

　
清
水
　
悠
太
（
任
意
共
済
係
主
任
）

　
井
澤
　
　
聡
（
専
門
員
）

【
収
入
保
険
部
】

　
羽
深
　
耕
明
（
部
長
）

　
川
崎
　
文
広
（
課
長
）

【
監
査
室
】

　
笹
﨑
　
和
人
（
室
長
）　

　
池
田
　
　
勇
（
副
考
査
役
）　

【
出
向
職
員
】

N
O
S
A
I
全
国
連

　
窪
田
　
　
稔
（
業
務
部
企
画
課
長
）

区
域
：
新
潟
市
（
豊
栄
地
区
）、

新
発
田
市
、村
上
市
、阿
賀
野
市
、

胎
内
市
、
聖
籠
町
、
関
川
村

支
所
長

　
小
泉
　
正
志
（
中
条
地
区
）

次
　長

　
鈴
木
　
真
哉
（
豊
栄
地
区
）

【
総
務
課
】

　
髙
橋
　
則
夫
（
加
治
川
地
区
）

﹇
総
務
係
﹈

　
北
林
　
幸
子
（
黒
川
地
区
）

﹇
経
理
係
﹈

　
齋
藤
　
　
南
（
菅
谷
地
区
）

﹇
企
画
広
報
係
﹈

　
佐
藤
　
友
和
（
安
田
地
区
）

【
事
業
第
１
課
】

　
本
間
　
　
剛
（
松
浦
地
区
）

　
大
野
　
利
行
（
水
原
地
区
）

　
伊
藤
　
一
幸
（
村
上
地
区
）

﹇
農
作
物
共
済
係
﹈

　
村
山
　
真
実
（
朝
日
地
区
）

　
鈴
木
　
和
紀
（
神
林
地
区
）

　
鈴
木
　
紀
裕
（
豊
浦
地
区
）

　
田
邉
　
　
貴
（
京
ヶ
瀬
地
区
）

　
髙
橋
　
千
樹
（
山
北
地
区
）

　
小
薬
　
　
智
（
中
条
地
区
）

﹇
畑
作
物
共
済
係
﹈

　
川
瀬
　
竜
也
（
豊
栄
地
区
）

　
髙
橋
　
慶
多
（
加
治
川
地
区
）

﹇
損
害
防
止
係
﹈

　
小
林
　
　
徹
（
山
北
地
区
）

﹇
家
畜
共
済
係
﹈

　
江
田
　
朋
弘
（
安
田
地
区
）

　
土
田
　
　
傑
（
聖
籠
町
）

　
姉
崎
　
智
也
（
佐
々
木
地
区
）

【
事
業
第
２
課
】

　
小
野
　
英
虎
（
紫
雲
寺
地
区
）

　
内
藤
美
和
子
（
笹
神
地
区
）

　
遠
藤
　
悦
子
（
笹
神
地
区
）

﹇
果
樹
共
済
係
﹈

　
須
磨
　
智
昭
（
水
原
地
区
）

　
佐
藤
　
沙
耶
（
豊
栄
地
区
）

﹇
園
芸
施
設
共
済
係
﹈

　
内
田
　
優
駿
（
川
東
地
区
）

﹇
任
意
共
済
係
﹈

　
田
代
　
文
男
（
笹
神
地
区
）

　
髙
橋
　
勝
文
（
朝
日
地
区
）

　
髙
橋
　
宏
則
（
関
川
村
）

　
折
笠
　
暢
志
（
新
発
田
地
区
）

　
三
宅
　
寛
亮
（
荒
川
地
区
）

　
廣
川
　
祥
己
（
京
ヶ
瀬
地
区
）

下
越
支
所

農
作
物
・
畑
作
物
共
済

損
害
防
止
係
長

（

（

家
畜
損
害
防
止
係

調
査
役

（

（

課
長

上
川
・
鹿
瀬
地
区

（

（

園
芸
施
設
共
済
係

主
任

（

（

園
芸
施
設
共
済
係

技
師

（

（

畑
作
物
共
済

損
害
防
止
係
主
事

（

（

【
収
入
保
険
課
】

　
田
村
　
隆
幸
（
岩
室
地
区
）

　
高
橋
　
和
也
（
亀
田
地
区
）

﹇
収
入
保
険
係
﹈

　
高
見
幸
太
郎
（
茨
曽
根
地
区
）

　
榎
並
　
郁
美
（
鳥
屋
野
・
両
川
地
区
）

　
山
岸
　
大
輔
（
巻
地
区
）

　
信
田
　
達
哉
（
村
松
・
十
全
地
区
）

　
勝
山
　
　
豊
（
燕
地
区
）

区
域
：
佐
渡
市

支
所
長

　
仲
川
　
　
裕
（
両
津
地
区
）

次
　長

　
佐
藤
　
孝
之
（
真
野
地
区
）

【
総
務
課
】

﹇
総
務
・
経
理
・
企
画
広
報
係
﹈

　
本
間
　
丈
晴
（
相
川
地
区
）

　
長
尾
　
真
志
（
畑
野
地
区
）

新
潟
支
所

課
長
補
佐

総
務
係
長
兼
務

（

（

経
理
係
長

黒
埼
地
区

（

（

五
十
公
野
・
米
倉
・

赤
谷
地
区

（

（

課

　
　長

経
理
課
長
兼
務

（

（

【
事
業
第
１
課
】

　
鈴
木
　
尚
之
（
相
川
地
区
）

　
仲
川
　
貴
浩
（
両
津
地
区
）

﹇
農
作
・
畑
作
物
共
済
、損
害
防
止
係
﹈

　
筑
前
　
健
司
（
羽
茂
・
赤
泊
地
区
）

　
鹿
野
　
裕
介
（
佐
和
田
地
区
）

　
土
屋
　
柚
衣
（
新
穂
地
区
）

﹇
家
畜
共
済
係
﹈

　
石
船
　
康
晴
（
両
津
・
金
井
地
区
）

【
家
畜
診
療
所
】

　
吉
田
万
里
子
（
獣
医
師
）

　
田
中
　
祐
治
（
嘱
託
獣
医
師
）

【
事
業
第
２
課
】

　
齋
藤
　
卓
海
（
畑
野
地
区
）

﹇
果
樹
・
園
芸
共
済
係
﹈

　
三
浦
　
秀
二
（
真
野
地
区
）

　
佐
久
間
圭
吾
（
金
井
地
区
）

　
渡
部
　
奎
奈
（
佐
和
田
地
区
）

﹇
任
意
共
済
係
﹈

　
金
田
　
竜
大
（
両
津
地
区
）

　
髙
津
　
佳
步
（
小
木
地
区
）

【
収
入
保
険
課
】

　
笠
井
　
章
宏
（
羽
茂
地
区
）

﹇
収
入
保
険
係
﹈

　
藤
井
　
成
治
（
畑
野
・
赤
泊
地
区
）

佐
渡
支
所
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【
家
畜
診
療
所
】

　
田
村
　
雄
飛
（
獣
医
師
）

　
坪
川
　
愛
幸
（
獣
医
師
）

　
須
戸
　
皐
月
（
獣
医
師
）

【
事
業
第
２
課
】

　
増
田
　
一
春
（
小
出
・
湯
之
谷
地
区
）

　
小
幡
　
正
志
（
城
内
地
区
）

﹇
園
芸
施
設
共
済
係
﹈

　
中
嶋
　
裕
樹
（
松
代
地
区
）

　
山
口
　
　
透
（
城
川
・
千
谷
地
区
）

　
佐
藤
　
大
将
（
広
神
地
区
）

　
重
野
亜
也
子

﹇
任
意
共
済
係
﹈

　
山
口
　
拓
郎
（
六
日
町
・
大
巻
地
区
）

　
阿
部
　
美
香
（
塩
沢
地
区
）

　
西
潟
　
研
二
（
中
之
島
地
区
）

【
収
入
保
険
課
】

　
稲
垣
　
達
哉
（
五
十
沢
地
区
）

　
五
十
嵐
淳
二
（
大
崎
・
東
地
区
）

【
中
魚
沼
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
】

　
横
田
　
直
紀

﹇
事
業
係
﹈

　
中
島
由
美
子
（
川
西
地
区
）

　
髙
橋
　
龍
一

長
岡
市
、
三
条
市
、
柏
崎
市
、

加
茂
市
、
見
附
市
、
田
上
町
、

出
雲
崎
町
、
刈
羽
村

支
所
長

　
小
池
　
一
彦
（
栃
尾
・
下
川
西
地
区
）

次
　長

　
安
達
　
長
朗

【
総
務
課
】

　
林
　
　
直
樹

　
五
十
嵐
圭
司

﹇
総
務
係
﹈

　
小
泉
　
一
姫
（
上
塩
谷
・
下
塩
谷
地
区
）

　
眞
保
　
佳
史

　
西
村
　
順
子
（
和
島
地
区
）

﹇
経
理
係
﹈

　
岡
本
　
浩
美
（
十
日
町 

・
六
日
市
地
区
）

魚
沼
支
所

﹇
企
画
広
報
係
﹈

　
久
須
美
統
史
（
北
谷
・
葛
巻
地
区
）

【
事
業
第
１
課
】

　
小
野
田
英
樹
（
田
上
地
区
）

　
加
藤
　
和
也
（
越
路
地
区
）

　
阿
部
　
正
弘
（
西
山
地
区
）

　
亀
井
　
辰
也

﹇
農
作
物
共
済
係
﹈

　
森
山
奈
津
江
（
深
沢
・
才
津
地
区
）

　
小
山
　
純
希
（
中
通
・
西
中
通
地
区
）

　
今
　
　
美
里
（
見
附
・
上
北
谷
地
区
）

　
五
十
嵐
優
依
（
中
条
・
中
野
地
区
）

﹇
畑
作
物
共
済
係
﹈

　
小
林
　
直
規
（
森
町
・
鹿
峠
地
区
）

　
笹
川
　
正
宏
（
与
板
地
区
）

　
佐
藤
　
夏
希
（
田
尻
・
北
鯖
石
地
区
）

﹇
損
害
防
止
係
﹈

　
服
部
　
政
宏
（
東
谷
・
入
東
谷
地
区
）

　
坂
上
　
達
彦
（
七
谷
・
加
茂
地
区
）

　
江
口
　
敬
人
（
新
潟
・
今
町
地
区
）

　
金
子
　
　
亮
（
寺
泊
地
区
）

　
長
谷
川
智
也
（
柏
崎
・
高
浜
地
区
）

　
長
谷
川
寿
敏

　
髙
橋
　
　
肇

﹇
家
畜
共
済
係
﹈

　
大
浦
　
吉
之

　
古
関
　
良
輔
（
大
面
地
区
）

【
事
業
第
２
課
】

　
佐
々
木
　
登
（
寺
泊
地
区
）

　
川
上
　
　
守

　
小
澤
　
英
之
（
井
栗
地
区
）

﹇
果
樹
共
済
係
﹈

　
寺
尾
　
英
康

　
早
川
　
利
仁
（
大
島
地
区
）

　
阿
部
ひ
よ
り
（
下
条
・
須
田
地
区
）

﹇
園
芸
施
設
共
済
係
﹈

　
大
久
保
隼
人
（
本
成
寺
地
区
）

　
山
際
　
渓
太
（
下
川
西
地
区
）

﹇
任
意
共
済
係
﹈

　
諏
佐
　
　
渉
（
三
条
地
区
）

　
渡
辺
　
浩
幸
（
刈
羽
地
区
）

　
原
　
　
和
美
（
大
崎
・
保
内
地
区
）

　
佐
藤
　
隆
英

　
小
山
　
安
奈
（
三
島
地
区
）

　
平
田
菜
津
美
（
福
島
地
区
）

　
齋
藤
　
美
沙
（
宮
本
・
大
積
地
区
）

　
島
岡
　
　
譲
（
長
沢
地
区
）

　
堀
　
　
芳
美
（
小
国
地
区
）

【
収
入
保
険
課
】

　
浅
野
　
俊
郎

　
諏
訪
林
　
徹
（
出
雲
崎
地
区
）

﹇
収
入
保
険
係
﹈

　
浅
野
　
優
子
（
上
川
西
・
福
戸
地
区
）

　
田
口
　
春
奈
（
宮
内
・
太
田
地
区
）

　
五
十
嵐
温
生
（
七
谷
・
加
茂
地
区
）

小
千
谷
市
、十
日
町
市
、魚
沼
市
、

南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
、
津
南
町

支
所
長

　
関
　
　
俊
光
（
小
千
谷
・
東
山
地
区
）

次
　長

　
中
條
　
富
康
（
上
田
地
区
）

【
総
務
課
】

　
清
水
　
　
学
（
守
門
・
入
広
瀬
地
区
）

﹇
総
務
・
経
理
係
﹈

　
関
　
小
緒
里

﹇
企
画
広
報
係
﹈

　
柳
　
　
瑞
穂

【
事
業
第
１
課
】

　
南
雲
　
克
視
（
中
里
地
区
）

　
佐
藤
　
　
守

　
平
賀
　
　
誠
（
石
打
地
区
）

﹇
農
作
物
共
済
係
﹈

　
松
崎
　
智
紀
（
湯
沢
町
）

　
山
田
　
大
輔

﹇
畑
作
物
共
済
係
﹈

　
浅
井
　
雅
更
（
堀
之
内
地
区
）

﹇
損
害
防
止
係
﹈

　
南
雲
　
　
敦
（
中
条
・
下
条
地
区
）

﹇
家
畜
共
済
係
﹈

　
中
島
　
和
城
（
松
之
山
地
区
）

　
井
澤
し
お
り
（
獣
医
師
）

　
榎
本
　
直
子
（
浦
佐
・
薮
神
地
区
）

中
越
支
所

富
曽
亀
・
新
組
・

黒
条
地
区

（

（

中
之
島
・
中
通
・

上
通
地
区

（

（

川
井
・
岩
沢
・

真
人
地
区

（

（

川
治
・
六
箇
・

水
沢
地
区

（

（

三
仏
生
・
小
粟
田
・

片
貝
地
区

（

（

十
日
町
・
新
座
・

大
井
田
・
吉
田
地
区

（

（

上
条
・
高
田
・

上
米
山
・
米
山
地
区

（

（

西
所
・
三
沼
・

信
条
地
区

（

（

富
曽
亀
・
新
組
・

黒
条
地
区

（

（

中
鯖
石
・
南
鯖
石
・

北
条
地
区

（

（

中
鯖
石
・
南
鯖
石
・

北
条
・
刈
羽
地
区

（

（

山
古
志
・
川
口
・

荷
頃
・
西
谷
・
中
野
俣
・

半
蔵
金
地
区

（

（

外
丸
・
上
郷
・

赤
沢
地
区

（

（

秋
成
・
中
深
見
・

下
船
渡
・
大
割
野
地
区

（

（

糸
魚
川
市
、
妙
高
市
、
上
越
市

支
所
長

　
武
藤
　
健
一
（
中
郷
区
）

次
　長

　渡
邉
　
弘
幸
（
津
有
南
部
・
髙
士
地
区
）

【
総
務
課
】

　
小
野
美
代
子
（
浦
川
原
区
）

﹇
総
務
・
企
画
広
報
係
﹈

　
佐
藤
　
正
銘
（
大
潟
区
・
明
治
地
区
）

﹇
経
理
係
﹈

　
小
川
　
結
衣

【
事
業
第
1
課
】

　
齋
藤
　
　
晃
（
上
杉
・
美
守
地
区
）

　
柳
沢
　
　
司
（
黒
川
・
源
地
区
）

﹇
農
作
物
共
済
係
﹈

　
清
水
　
裕
一
（
鳥
坂
・
新
井
南
部
地
区
）

　
奥
田
　
裕
英
（
安
塚
区
）

　
内
藤
由
紀
子
（
針
・
山
部
・
寺
野
地
区
）

﹇
畑
作
物
共
済
係
﹈

　
平
木
　
久
美
（
牧
区
）

﹇
損
害
防
止
係
﹈

　
内
藤
　
清
彦
（
春
日
・
金
谷
地
区
）

　
金
子
　
晴
貴

　
小
松
　
孝
徳
（
津
有
北
部
・
諏
訪
地
区
）

﹇
家
畜
共
済
係
﹈

　
宮
腰
　
克
已
（
新
井
・
矢
代
地
区
）

【
家
畜
診
療
所
】

　
丸
山
　
知
美
（
獣
医
師
）

【
事
業
第
２
課
】

　
小
林
　
　
匡

　
嵐
口
三
七
子
（
名
立
区
・
五
智
地
区
）

﹇
果
樹
・
園
芸
施
設
共
済
係
﹈

　
中
嶋
　
未
来
（
保
倉
・
北
諏
訪
地
区
）

﹇
任
意
共
済
係
﹈

　
竹
沢
　
高
吏
（
柿
崎
・
下
黒
川
地
区
）

　
内
藤
　
　
晋
（
大
島
区
）

　
岡
田
　
　
茜

　
吉
原
　
雅
俊
（
高
田
・
新
道
地
区
）

　
吉
崎
　
雅
之
（
吉
川
・
旭
地
区
）

　
中
曽
根
正
一
（
和
田
・
三
郷
地
区
）

　
早
川
　
　
尚

【
収
入
保
険
課
】

　
大
橋
　
　
保
（
斐
太
・
水
上
地
区
）

﹇
収
入
保
険
係
﹈

　
八
木
　
俊
彦
（
清
里
区
・
五
公
地
区
）

　
田
中
　
健
介

【
糸
魚
川
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
】

　
杉
原
　
　
剛
（
浦
本
地
区
・
能
生
地
域
）

﹇
事
業
係
﹈

　
上
野
　
一
広

　
尾
崎
　
　
博

妙
高
高
原
地
域
・

関
山
地
区

（

（

南
川
・
大
瀁
・

大
坂
井
地
区

（

（

桑
取
・
谷
浜
・

八
千
浦
・
有
田
地
区

（

（

関
山
・
原
通
・

大
鹿
・
豊
葦
地
区

（

（

上
早
川
・
下
早
川
・

大
和
川
・
糸
魚
川
地
区

（

（

野
田
・
鵜
川
・

高
柳
地
区

（

（

上
越
支
所

宮
島
・
筒
方
・

豊
原
地
区

（

（

【
本
　
　
所
】

　裾 

分 

久
仁
子

　長 

谷 

川
　
葵

【
下
越
支
所
】

　小
　
池
　
　
　
徹

　諱
　
　
　
正
　
榮

　小
　
田
　
好
　
幸

【
新
潟
支
所
】

　半 

間 

祐
美
子

　大
　
森
　
芳
　
則

【
佐
渡
支
所
】

　相
　
田
　
謙
　
一

【
中
越
支
所
】

　佐
　
藤
　
　
　
薫

　永
　
井
　
　
　
隆

【
魚
沼
支
所
】

　広
　
井
　
信
　
人

　庭
　
野
　
吉
　
伸

　髙
　
橋
　
倫
　
平

【
上
越
支
所
】

　西
　
山
　
典
　
子

退 
職 

者

長
岡
・
栖
吉
・

山
本
地
区

（

（

日
越
・
王
寺
川
・

関
原
地
区

（

（

西
海
・
大
野
・
今
井
・

根
知
・
小
滝
地
区
・

青
海
地
域

（

（



で
も
、

そ
ん
な
時
は
…

事
故
の
内
容
が

伝
え
ら
れ
て
安
心
だ
し
、

連
絡
が
欲
し
い

時
間
帯
も
教
え
ら
れ
て
、

助
か
り
ま
す

日
曜
日
…

ト
ラ
ク
タ
ー
を
車
庫
に

ぶ
つ
け
て
ガ
ラ
ス
を

割
っ
て
し
ま
っ
た
が

平
日
は
仕
事
も
あ
る
し
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
電
話
す
る

時
間
が
な
か
な
か

取
れ
な
い
な
ぁ
…

総太さんから
連絡がきたぞ！

月曜日・NOSAI
総太
お名前

あさっての昼に電話をください
希望時間

トラクターのガラスを割って
しまいました

事故の状況

△△農機店さんに修理を
お願いしました

そのほか

総太さん

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

か
ん
た
ん
に

　  

事
故
連
絡
！

24時間
365日
OK!

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら

電
話
が
き
た
ぞ
！

建物共済・農機具共済の
事故連絡がWebからも
できるようになりました!

建物共済、農機具共済の事故連絡を
NOSAI新潟のホームページから24時間・
365日いつでも行うことができるように
なりました。
お仕事などで時間の都合がつかず、
NOSAIへお電話での事故連絡がしにく
い場合など、お気軽にご利用ください!
※ただし、損害評価の際には必ず
　ご加入者様の立ち会いが必要です。

いつでも、どこでも、
NOSAI へ事故の連絡を
することができます。

ホームページからは、事故の状況を入
力する以外に、撮った写真を添付する
こともできます。
また、NOSAIから連絡をする際にご都
合のよい時間帯などを指定することも
できます。

スムーズに連絡を取り合う
ことができるようになりま
す。

特に、緊急の対応が必要となる場合は、
お電話での事故連絡をおすすめしてお
ります。

これまでどおり、お電話
での事故連絡も受付して
おります。

①

③

④

②

連絡はこちら
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近
年
は
想
定
を
超
え
る
豪
雨
や
台
風
、

異
常
高
温
等
の
自
然
災
害
の
ほ
か
、
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
踏
み
荒
ら
し
等
の
獣
害
も
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
頻
発
す
る
災
害
に
備
え
て
、
そ
ば
共
済

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

【
加
入
申
し
込
み
期
間
】

　
７
月
１
日
か
ら
７
月
31
日

【
補
償
対
象
と
な
る
被
害
（
共
済
事
故
）】

　
風
水
害
・
土
壌
湿
潤
害
・
干
害
・
冷
害
・

ひ
ょ
う
害
・
そ
の
他
気
象
上
の
原
因
に
よ

る
災
害
・
火
災
・
病
虫
害
お
よ
び
鳥
獣
害

【
補
償
期
間
】

　
発
芽
期
か
ら
収
穫
す
る
ま
で
の
期
間

【
掛

　
　金
】

　
共
済
掛
金
の
55

％
は
国
が
負
担
し

ま
す
。

　
共
済
掛
金
率
は

過
去
の
被
害
発
生

状
況
に
よ
り
設
定

さ
れ
る
た
め
、
被

害
が
少
な
い
方
は
、

掛
金
率
が
段
階
的

に
下
が
り
ま
す
。

８割
７割
６割

９割
８割
７割

被害耕地全ての確認とＪＡ
等の出荷データ、青色申告
書等により調査

市町村ごとに被害申告耕地
を１筆確認

農家ごとに、収穫量が基準収穫量の補
償割合を下回った場合に共済金をお支
払いします。

農家ごとに収穫量が減少する被害が発
生した場合であって、市町村別の統計
単収が基準収穫量の補償割合を下回っ
た場合に共済金をお支払いします。

そ
ば
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

予
期
せ
ぬ
災
害
に
備
え
て

【加入方式等】

中越支所　園芸施設共済係
（新潟市出身）

山  際　渓  太
やま ぎわ けい た

加入方式

全相殺
方式

地域
インデックス
方式

補償割合 評価方法 補償内容

新
任
職
員
紹
介

　
令
和
７
年
４
月
１
日
付
け
で
、
７
名
の
職

員
が
採
用
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
で
も
早
く

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

個人の出荷実績に応じて補償する
全相殺方式がおすすめです！

過去は変えられない未来は変えられる
座右の銘

魚沼支所　家畜共済係
（新潟市出身）

井  澤　し お り
い さわ

ケセラセラ
座右の銘

一般職

下越支所　畑作物共済係
（新潟市出身）

髙  橋　慶  多
たか はし けい た

一期一会
座右の銘

一般職

医療職
（獣医師）

本所　家畜損害防止係
（新潟市出身）

福  留　　静
ふく どめ しずか

今を楽しむ
座右の銘

医療職
（獣医師）

中越支所　収入保険係
（見附市出身）

五 十 嵐　温  生
い か ら し あつ き

思い立ったが吉日
座右の銘

一般職

新潟支所　農作物共済係
（新潟市出身）

酒  井　恵 梨 香
さか い え り か

失敗は成功のもと
座右の銘

一般職

上越支所　任意共済係
（糸魚川市出身）

吉  原　雅  俊
よし はら まさ とし

継続は力なり
座右の銘

一般職
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Q1 補償の対象は？

Q3 年間の掛金は？

Q2 補償される金額は？
収入保険加入状況

　収入保険では、自然災害や価格低下だけでなく、
農業者の経営努力では避けられない収入減少を広く
補償しています。具体的には、以下のような場合です。

「収入保険」って名
前は聞いたことあ
るけど、どんな保
険なんですか？

個人でも法人でも、青色申告を行っ
ている農業者が加入できる保険で、
その会計年度に生産して販売した農
産物の販売収入を補償する保険です。

●幅広い農業経営リスクを補償
●米や大豆のほか、野菜なども含めたすべての農産物が補償対象
●農業者ごとの経営に合った補償を得られる
●保険料には50％の国庫補助がある
●積立金には75％の国庫補助がある

詳細は
こちらへ

令和５年の保険金等支払要因

新潟県の収入保険加入件数

令和５年の支所別支払実績

自然災害等
で減収

【補償の内容例】
市場価格が
下落

災害で
作付不能

けがや病気
で収穫不能

倉庫の
浸水被害

取引先の
倒産

盗難や運搬
中の事故

為替変動で
大損

　過去の青色申告の販売収入を基に設定さ
れた収入（基準収入）の９割を下回った時に、
その下回った部分の９割がお支払いの対象
となります。

　県内の令和６年の加入件数（令和６年１月から
12月保険期間）は3,250件となり、令和５年から
401件増加しました。
　気候変動による収量減少や品質への影響などか
ら、加入者は増加傾向にあります。様々なリスクに
対応し、安心して営農が継続できるよう、収入保険
で備える意識が高まっています。

保険金等の支払状況と要因

　令和５年契約の加入者2,849件のうち、収入が減
少した913件に対し、約８億2,300万円の保険金等
をお支払いしました。
　加入者全体の約32％の方がお支払いの対象となり、
１件当たりの平均支払額は約90万円となりました。
　収入減少の要因は、高温と干害等が９割以上を占
めました。令和５年は記録的な猛暑と渇水により、
コシヒカリの１等米比率が過去最低を記録するなど、
米の等級低下と収穫量の減少が大きく影響しました。

キョウコさんダイチさん

収入保険のことなら
私にお任せ

農業大好き
農業一筋!

第1回 NOSAINOSAI

【積立方式併用タイプの場合】

￥

￥

1,870

（件） R2 R3 R4 R5 R6

支払率（９割を上限として選択）

保険期間の
収入金額

収入がゼロに
なっても補塡

100％

80％

（保険方式＋積立方式の
補償限度額の上限）

（保険方式の
補償限度額）

 

90％

基準
収入

自己責任
部分

積立方式で補塡
（特約補塡金）

保険方式で
補塡

（保険金）

収
入
減
少

　収入保険は全ての農産物を対象に、自然災害や市場価格の低下、けがや病気などの農業者の
経営努力では避けられない要因による収入減少を補償する保険制度です。
　新潟県においても、年々加入される農家が増加しています。
　青色申告を行っている農業者で、まだ加入していない方は、収入保険で「もしも」に備えましょう。

高温
80.3％

干害等
13.8％

風水害
1.4％

病害虫
1.4％

価格低下
1.1％ その他

2.0％

844

2,544
2,849

3,250

Q A&

Q A

収 入 保 険テーマ

令和５年加入者

約８億円をお支払いしました

収入保険の
おすすめ

Point

　加入タイプや補償内容によって掛金は異なります。
　例えば、基準収入が1,000万円の農業者が、積立方式併用タイプに最大の９割補償（保険方式80%＋積立
方式10％）で加入した場合、掛金は35.5万円（保険料10.8万円+積立金22.5万円+付加保険料2.2万円）です。
　これは、掛捨ての保険方式と、掛金を積立てておく方式を併せて加入いただく方法で、最もおすすめ
の加入タイプです。
　なお、積立金は支払いに使わない限り、次年度以降に再度積み立てる必要はありません。

収入
保険

※保険の加入方法は上記のほか多数のパターンがあります。

支払
件数

加入
件数支　所 支払額（円）

467

828

194

674

359

327

2,849

118

288

66

235

138

68

913

下越支所

新潟支所

佐渡支所

中越支所

魚沼支所

上越支所

合　計

99,341,378

271,826,743

43,921,588

209,046,225

139,190,380

59,391,995

822,718,309
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下越
支所

中越
支所

上越
支所

魚沼
支所

３月のストック。トルコギキョウは
７月下旬から８月末まで販売予定。

山うど採りに夢中の子どもたち

「山の楽しさを体験しに、山菜園に
遊びにいらしてください」と室橋さん

「うららトマト」
中玉でフルーツのような甘さが特徴

「販売数量が限られていますので、
見かけたらぜひ手に取ってみてください」
と渡邊さん（左）と荒木さん（右）

人気No.1の黄身の味噌漬けと、
No.2の塩引き鮭

「ぜひお立ち寄りください」と、
左から従業員の佐々木亜貴子さん、
山田代表取締役、江村萌花さん

 
　
柏
崎
市
田
中
の
深
田
農
場
で
花
の

栽
培
と
販
売
を
担
当
す
る
深
田
さ

ん
。ハ
ウ
ス
１
棟
で
夏
は「
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
」２
，０
０
０
本
、冬
は「
ス

ト
ッ
ク
」１
，０
０
０
本
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。同
農
場
で
は
水
稲
・
野
菜
も

作
付
け
し
て
お
り
、花
の
栽
培
は
３

年
目
で
す
。

　
30
年
ほ
ど
前
、地
域
振
興
局
の
勧

め
で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
栽
培
を
学
ん

だ
深
田
さ
ん
。栽
培
に
挑
戦
し
ま
し

た
が
、当
時
は
出
荷
先
が
無
く
、止
め

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
栽
培
を
再
開
し
た
理
由
は
、約
４

年
前
に
Ｊ
Ａ
え
ち
ご
中
越
農
産
物
直

売
所「
愛
菜
館
」で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

が
販
売
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た

こ
と
。「
人
が
や
っ
て
い
る
な
ら
、自
分

も
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
」と
笑
っ

て
話
し
ま
す
。

　
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
収
穫
後
、冬
の

花
も
育
て
て
み
た
く
な
り
、ス
ト
ッ
ク

も
栽
培
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
栽
培
す
る
上
で
の
苦
労
は

あ
り
ま
す
が
、毎
日
楽
し
ん
で
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　「
花
は
栽
培
７
割
、包
装
３
割
。包

装
す
る
際
に
、花
を
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う

に
詰
め
て
は
美
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。お

客
さ
ん
が
買
い
た
く
な
る
よ
う
な
美

し
い
包
装
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」と
こ

だ
わ
り
を
話
し
ま
す
。

　
深
田
さ
ん
が
包
装
ま
で
手
掛
け
た

花
た
ち
は
、愛
菜
館
や
同
市
内
の
ス
ー

パ
ー
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
し
い
花
を
栽
培

深
　田
　美
佐
子
さ
ん（
70
）

ふ
か

だ

柏
崎
市
田
中
「
深
田
農
場
」

み

さ

こ

　
糸
魚
川
市
溝
尾
地
区
に
あ
る「
お
お

か
や
ば
山
菜
園
」は
、地
域
の
特
産
品
で

あ
る
山
菜
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
を

図
り
た
い
と
、平
成
29
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
山
菜
園
で
す
。地
域
内
の
耕
作
放

棄
地
や
里
山
な
ど
を
整
備
し
な
が
ら
、

四
季
を
通
し
て
、山
の
遊
び
場
と
し
て

人
の
集
ま
る
山
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
の
頃
か
ら
自
然
に
触
れ
合

う
こ
と
が
大
好
き
で
、山
菜
採
り
も
楽

し
み
で
し
た
。山
の
素
晴
ら
し
さ
を
多

く
の
人
に
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

と
園
長
の
室
橋
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
山
菜
園
で
採
れ
る
の
は
、「
こ
ご
み
」

や「
ふ
き
の
と
う
」、「
ぜ
ん
ま
い
」「
山
う

ど
」「
わ
ら
び
」な
ど
主
に
８
種
類
で
、季

節
の
山
菜
の
収
穫
体
験
が
で
き
ま
す
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、集
客
が
少
な
く

大
変
な
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、地
域
の

方
々
か
ら
協
力
を
得
て
園
を
広
げ
て
き

ま
し
た
。来
園
者
も
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
様
々
で
す
が
、山
菜
採
り
に

夢
中
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
の
姿
を
見

る
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
」と
笑
顔
で
話

し
ま
す
。

　
ま
た
、お
お
か
や
ば
山
菜
園
で
は
、収

穫
体
験
の
ほ
か
に
山
菜
の
ネ
ッ
ト
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。「
朝
採
り
の
新
鮮
な

山
菜
を
送
っ
て
い
ま
す
。『
美
味
し
か
っ

た
』と
感
想
を
聞
く
と
疲
れ
も
吹
き
飛

び
ま
す
ね
。ま
た
、サ
ウ
ナ
テ
ン
ト
や
サ

ツ
マ
イ
モ
掘
り
な
ど
の
自
然
体
験
活
動

も
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
」と
話
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

http://okayaba-sansaien.com
/

山
菜
採
り
で
地
域
の
活
性
化
目
指
す

園

　長

　室
　橋
　美
代
子
さ
ん（
75
）

む
ろ

は
し

糸
魚
川
市
能
生
「
お
お
か
や
ば
山
菜
園
」

み

よ

こ

　
阿
賀
野
市
笹
神
地
区
の
観
光
施
設

「
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森
」に
は
、阿

賀
野
市
が
運
営
す
る
農
園
ハ
ウ
ス
が

あ
り
、ト
マ
ト
栽
培
を
行
っ
て
い
ま

す
。ハ
ウ
ス
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技

術
）を
導
入
す
る
と
と
も
に
、温
度
や

肥
料
管
理
な
ど
の
環
境
制
御
を
自
動

化
さ
せ
た
大
型
施
設
園
芸
ハ
ウ
ス
で
、

平
成
29
年
に
園
芸
作
物
に
よ
る
農
業

収
入
の
向
上
や
、若
手
農
業
者
の
確

保
、育
成
を
目
的
に
建
設
さ
れ
ま
し

た
。

　
栽
培
管
理
作
業
は
、阿
賀
野
市
の

農
林
課
職
員
や
パ
ー
ト
職
員
、地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
方
々
が
協
力
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　「
こ
の
ハ
ウ
ス
で
は
、１
年
を
通
し

て『
フ
ル
テ
ィ
カ
』と
い
う
品
種
の
中

人
気
上
昇
中『
う
ら
ら
ト
マ
ト
』を
生
産

阿
賀
野
市
農
林
課

　渡
　邊
　明
　美
さ
ん

わ
た

な
べ

阿
賀
野
市
村
杉
「
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森
農
園
」

あ
け

み

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　荒
　木
　美
和
子
さ
ん

あ
ら

き

み

わ

こ

　
十
日
町
市
の
国
道
３
５
３
号
線
沿

い
に
あ
る
「
米
の
駅
」
は
、
令
和
６

年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
専
門
の
お
に
ぎ
り
屋
で
す
。
米

の
駅
で
は
、
標
高
の
高
い
山
間
地
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
頂
米
」
を
使
用

し
た
お
に
ぎ
り
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
店
内
に
は
、
「
塩
引
き
鮭
」
、
大

根
や
ナ
ス
、
ミ
ョ
ウ
ガ
な
ど
の
野
菜

を
細
か
く
刻
ん
で
味
噌
と
合
わ
せ
た

地
元
の
特
産
品
で
あ
る
「
ホ
ッ
ポ
ロ

漬
」
な
ど
10
種
類
の
お
に
ぎ
り
が
並

び
ま
す
。
中
で
も
「
黄
身
の
味
噌
漬

け
」
は
、
味
噌
の
塩
気
と
濃
厚
な
卵

黄
が
甘
み
の
あ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
ふ

ん
わ
り
包
ま
れ
て
お
り
、
一
番
人
気

の
商
品
で
す
。

　
ま
た
、
お
に
ぎ
り
に
使
用
し
て
い

る
頂
米
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
購

入
で
き
る
ほ
か
、
店
舗
で
直
接
購
入

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
代
表
の
山
田
さ
ん
自
ら
仕
入
先
に

赴
い
て
確
認
す
る
な
ど
、
中
の
具
材

や
海
苔
も
厳
選
し
て
作
ら
れ
て
お

り
、
「
値
段
が
少
し
高
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
選
び
抜
い

た
食
材
で
作
っ
て
い
る
の
で
、
自
信

を
持
っ
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

十
日
町
市
通
り
山
１
０
１
３

営
業
時
間
　
11
時
〜
15
時

定
休
日
　
木
曜
日

詳
し
く
は

https://itadakim
ai.jp/

ま
で

魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ「
頂
米
」の

お
に
ぎ
り
販
売

い
た
だ
き
ま
い

代
表
取
締
役

　山
　田
　和
　志
さ
ん（
50
）

や
ま

だ

十
日
町
市
通
り
山
「
米
の
駅
」
プ
ラ
ウ
株
式
会
社

か
ず

　
　

   

し

みんなのひろば 支所通信

玉
の
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い
て
、年
々

フ
ァ
ン
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
」と
話

す
渡
邊
さ
ん
。６
月
中
旬
ま
で
収
穫

さ
れ
る
冬
を
越
し
た
ト
マ
ト
は
、特
に

味
が
深
ま
り
お
い
し
い
と
い
い
ま
す
。

　「
お
す
す
め
は
味
噌
汁
で
す
ね
。洋

風
な
感
じ
が
出
て
お
い
し
い
で
す
。

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
の『
阿
賀
野
市
公
式

キ
ッ
チ
ン
』に
レ
シ
ピ
が
載
っ
て
い
る

の
で
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」と
荒
木

さ
ん
。令
和
５
年
に
阿
賀
野
市
へ
赴

任
し
、農
業
を
す
る
た
め
の
知
識
と

経
験
を
積
む
た
め
、ハ
ウ
ス
作
業
を
通

し
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　
同
施
設
で
収
穫
さ
れ
た
ト
マ
ト
は

「
う
ら
ら
ト
マ
ト
」と
名
付
け
ら
れ
、

う
ら
ら
の
森
内
の
直
売
所
や「
道
の
駅

あ
が
の
」な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

「美しい花が大好きです」と深田さん

「みんなのひろば」は各支所での出来事や、地域の話題、NOSAI部長さんや
組合員さんにスポットをあて、紹介するコーナーです。
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Cooking

トマト
トマトは６～８月が旬で、ヨーロッパでは「トマトが赤
くなると医者が青くなる」ということわざがあるほど栄
養価が高い野菜です。
今の時期、新潟県内の農産物直売所には様々な種類のト
マトが並んでいます。色の種類も豊富ですが、赤は「リ
コピン」、黄色は「カロテン」など、多く含ま
れる栄養成分が異なります。

トマト味噌リガトーニ

美味しく・
楽しくうちごはん♥

ノーサイくん

【材　料】 ２人分

①トマト（大玉）のヘタを取り、くし切りにする。
②タマネギは粗みじん切り、ピーマンは１㎝角に切り、
　ニンニクはみじん切りにする。
③フライパンにオリーブ油を入れてニンニクを炒め、
　香りが出たらタマネギを加える。

⑤塩茹でしたリガトーニとピーマン、イワシを加えてからめる。
⑥塩で味を調えて完成。

【作り方】

©新潟ウチごはんプレミアム

④③に①のトマト、ミディトマト、イワシのみそ煮缶のつけ汁、
　酒、オレガノを加えて中火で３～４分ほど煮る。

「新潟ウチごはん
プレミアムHP」

➡➡➡

トマト（大玉） 　　　　１個
ミディトマト　　　　  ４個
タマネギ　　　　　　1/4個
ピーマン　　　　　　  １個
ニンニク　　　　　　  １片
　酒　　　　　　　大さじ２
乾燥オレガノ（あれば）　適量
　塩　　　　　　　　  適量
イワシのみそ煮缶 １缶（170g）
リガトーニ　　　　　  60ｇ
　（お好みのショートパスタ）
オリーブ油 　　大さじ２新潟市中央区  ㈱ワイオリキッチン  料理研究家 佐藤智香子様  考案

２種類のトマトを合わせ
たフレッシュなトマト
ソースに「味噌」を加
えることで、旨味の相
乗効果によりさらにトマ
トのおいしさと栄養価
が増します。

インスタグラム：＠michinoekikugami

ぐるり旅

住　　所 　燕市国上5866-1
営業時間 　ホームページを参照

店内ではキャンプ用品も購入可能

ゆっくりできる足湯スペース

人気の「３１３ファーマーズマーケット」は、
毎週火曜日が特売日で、一部の果物や野菜
が１００円で購入できる
（特売の品目は前日にインスタグラムで告知）

　「
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
国
上
」
は
、
燕
市
分
水
地
区

の
国
上
山
の
麓
に
位
置
し
て
お
り
、
令
和
４
年
７

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
朝
採
れ
農
産
物
や
燕
市
の
名
産
品
販
売
の
ほ

か
、
温
泉
や
足
湯
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
や
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
多
数
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
楽
し
め
る

全
国
で
も
人
気
の
道
の
駅
で
す
。

　
店
内
は
、
各
所
に
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
温

か
み
の
あ
る
雰
囲
気
で
す
。
農
産
物
直
売
所
の
「
３

１
３
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
は
、
近
隣

農
家
が
当
日
の
朝
に
収
穫
し
た
新
鮮
野
菜
や
、
全

国
の
道
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
届
い
た
旬
の
野

菜
や
果
物
が
数
多
く
並
び
、
開
店
直
後
か
ら
大
勢

の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
ま
た
食
堂
で
は
、
燕
市
名
物
の
背
脂
ラ
ー
メ
ン

や
キ
ャ
ン
プ
飯
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

米
は
全
て
地
元
農
家
の
作
っ
た
特
別
栽
培
コ
シ
ヒ

カ
リ
「
飛
燕
米
」
を
使
用
し
て
お
り
、
食
味
・
品

質
と
も
に
最
高
ク
ラ
ス
の
味
わ
い
で
す
。

燕  

市
道の駅
「ＳＯＲＡＩＲＯ国上」

　「
キ
ャ
ン
プ
に
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、い
っ

ぱ
い
遊
ん
で
、
最
後
は
お
風
呂
に
入
っ
て
疲
れ
を
癒

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
駅
長
の
林
さ
ん
は
笑
顔

で
話
し
ま
す
。
毎
月
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
や
ご
友
人
と
ぜ
ひ
一
緒
に

お
出
か
け
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ひ
え
ん
ま
い

は
や
し

ホームページ：
https://www.michinoeki-kugami.jp/

インスタグラム

ホームページ

く     がみ

分水北
小学校●

シーサイドライン
至弥彦

116

至寺泊

至長岡

大
河
津
分
水
路 粟生津 吉田分水

日本海

道の駅「ＳＯＲＡＩＲＯ国上」



16
建物・農機具のWeb事故受付について・・・P９
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新潟県農業共済組合広報紙

締切り
令和7年7月4日㈮
当日消印有効

応募方法
はがき、ＦＡＸ、ｅ-mailに「NOSAIクイズ
6月号」と明記のうえ  ①クイズの答え　
②郵便番号　③住所　④氏名（ふりがな）
⑤年齢　⑥電話番号　⑦ＮＯＳＡＩや広報紙
へのご意見、ご要望などを記入のうえ、
どしどしご応募ください。

応募先
●〒９５０-０３２７　
　新潟市江南区和田字下通６３５番地１
　ＮＯＳＡＩ新潟　クイズ係まで
●ＦＡＸ 025-385-7755
●ｅ-mail  nosaiquiz@nosai-niigata.or.jp

N O S A I  クイズ

正解者の中から抽選で20名様に
1,000円分のクオカードをプレ
ゼントします。

空欄に入る漢字を入れてできる二字熟語は何でしょう。

漢字を当てはめて二字熟語を
完成させてください

2月号のこたえ「開 発」　応募数/803名　正解数/794名  ※当選者は発送をもって発表にかえさせていただきます。

職 員 紹 介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4～8

新潟県農業共済組合

ホームページ NOSAI新潟

お友達
募集中

公式アカウント

席

風

手 序

中魚沼NOSAIセンター　〒948-0041  十日町市北新田169番地1

本　　所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1

新潟支所　〒950-0327  新潟市江南区和田字下通635番地1
下越支所　〒959-2415  新発田市住田544番地

佐渡支所　〒952-1209  佐渡市千種266番地
中越支所　〒940-0032  長岡市干場2丁目4番6号
魚沼支所　〒946-0076  魚沼市井口新田547番地12

上越支所　〒943-0824  上越市北城町四丁目４番11号
糸魚川NOSAIセンター　〒941-0069  糸魚川市南寺島一丁目6番34号

☎025-752-2264

☎025-288-6888

☎025-282-9292
☎0254-33-3901

☎0259-63-4121
☎0258-36-8022
☎025-792-7077

☎025-525-1130
☎025-552-1690

基

和

強 教

令和８年度採用職員を募集します
　組合では、令和８年４月１日採用の職員を募集します。
　農業共済組合では、農業保険法に基づいて自然災害等による損害
の補填業務を行い、農家の経営をサポートしています。
　新潟県の農業の発展と維持のため、農業に興味がある方、農業経
営をサポートする仕事をしてみたい方、一緒に働いてみませんか。
　詳細については、右の二次元コードから組合ホームページをご覧
ください。

2025.6
JUNENo.24

新潟県の農業を
守るのは君だ!

応募受付期間／令和７年６月２日㈪から７月２日㈬まで（必着）

I n f o r m a t i o n
インフォメーション

初　 任　 給　225,600円（大学卒の場合）
諸　 手　 当　扶養手当・通勤手当・超過勤務手当・
　　　　　　　期末勤勉手当・住居手当等
有給取得日数　1人当たり13.3日／20日（R5年度平均）
平均残業時間　月平均7.4時間（R5年度実績）

N
O
S
A
I

の
就
業
状
況 詳細はこちら


